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2021年 2月 10日 

報道関係各位 

 

コロナ禍でも充実したおうち時間を提供 
巣ごもり需要に応える新サービス「おうち活動部」 

2 月 10 日（水）から、ダスキンレントオール目黒ステーションにて受注開始 
 

株式会社ダスキン（本社：大阪府吹田市、社長：山村 輝治）が展開するレントオール事業（イベント用品

や日用品のレンタルサービス）は、おうち時間を充実させるレンタル商品パッケージ「おうち活動部」の

受注を開始します。 
 

「おうち活動部」は、外出自粛やテレワークの推奨などによる巣ごもり需要の高まりに応えた新サー

ビスです。『家族との時間を楽しむ』『自分の時間を充実させる』『衛生的な環境を保つ』の３つのテーマ

に合わせて商品をパッケージ化しました（一部販売商品あり）。必要な時に必要な期間だけレンタルい

ただくことで、家庭での保管場所を気にせずに、充実したおうち時間をお楽しみいただけます。 
 

まずは、2月 10日からダスキンレントオール目黒ステーション（東京都目黒区）にて受注を開始し、

パッケージ商品の受容性や需要のあるカテゴリなどを検証します。 
 

■商品例 

「プラネタリウムパック」 「エクササイズパック」 「ホームシアターパック」 

レンタル 一式 5,500円（税込） 

※3泊 4日レンタルの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売 一式 4,730円（税込） レンタル 一式 6,600円（税込） 

※3泊 4日レンタルの場合 

こんな方におすすめ 

・お子様と一緒に楽しみたい方 

・非日常の空間を楽しみたい方 

 

 

・自宅で手軽に体を動かしたい方 

・テレワークで運動不足の方 

・体力低下が心配な方              

 

・動画を大画面で楽しみたい方 

・スポーツ観戦やコンサート映像で 

臨場感たっぷりに盛り上がりたい方 

 

※レンタル・購入の手順やサービス詳細に関して次ページをご確認ください 

 

 

 

 

＜本リリースに関する問い合わせ先＞ 
株式会社ダスキン 広報部 長崎・宝 

 
TEL：06-6821-5006 FAX：06-6821-5357 MAIL:koho2@mail.duskin.co.jp 
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■商品概要（2月 10日時点、以降順次追加予定） 
 

パッケージ名 内容 料金（税込） 

プラネタリウムパック プラネタリウム、室内用テント、テント用マット、ランタン 3泊 4日 5,500円 

エクササイズパック ヨガマット、消費カロリー計付なわとび、バランスクッション    販売 4,730円 

ホームシアターパック スピーカー付プロジェクター（一式）、白布 3泊 4日 6,600円 

お掃除パック 

（東日本用/西日本用） 

高圧洗浄機一式 

（サイクロンジェットノズル、自吸用ノズルなど） 

 

3泊 4日 4,400円 

みんなでお料理パック チュロスメーカー、子ども用コック帽（返却不要） １カ月 3,300円 

 

※1泊 2日からのレンタルや、期間の延長も可能です。詳細は店舗へご確認お願いします。 

 

■「おうち活動部」サービス概要 
 

サービス開始日： 2月 10日（水） 

利用可能エリア： 店頭受け取りまたは宅配にて全国対応可能（一部、離島など対象外あり）。 

別途、宅配料金が必要です。お届け場所・商品サイズ・数量により異なります。 

詳細はWEBサイトにてご確認ください。 

レンタル方法： １．WEB・電話・来店にて商品を予約（※） 

➤WEB https://www.kasite.net/ 

   ➤店舗  ダスキンレントオール目黒ステーション 

        東京都目黒区中町１丁目 6-12 

 ➤電話  03-3794-3431 

２．店頭または宅配にて商品お届け・お支払い 

３．店頭または宅配にて商品返却（延長も可能） 

 

(※)WEBからのお申込みはレンタル開始日の１週間前までとなっております。 

  お急ぎの場合は目黒ステーションへ直接ご連絡お願いします。 

 

■事業概要 
 

ダスキンレントオールは 1978 年にスタートした総合レンタルの事業です。長年にわたり培ってきた

豊富な実績とノウハウを生かし、展示会やマラソン大会、音楽イベントなどさまざまなイベントの運営

をサポート。ご家庭向けにはベビーベッドやチャイルドシートなど、ベビー用品をレンタルしています。   

お掃除道具のレンタルシステムを日本に定着させたダスキンは、ものを大切に、くりかえし使う・ 

みんなで使う・減らす・捨てないという発想で事業活動をしています。今後も循環型社会の形成に貢献

していくために、限られた資源の有効活用に努めるとともに、ライフサイクル全体で３R（リデュース・ 

リユース・リサイクル）を徹底し、廃棄物発生量の低減に取り組んでいきます。 


